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芸術文化の創造と多彩な交流活動の場を市民に提供する。
目的・
必要性

（何のために）

事

業

概

要

対　象
（誰・何を
　対象に）

Ｈ24決算

リージョンセンターの管理運営
利用用途　：芝居や音楽の練習・発表会、国際会議、シンポジウム、レセプション等
施設内容　：ペンタホール：面積388㎡（収容人員：380人）
　　　　　　　　研修室：３部屋（収容人数：10人、18人、24人）
　　　　　　　　交流プラザ：談話室、国際交流資料
開館時間　：午前9時から午後10時まで（交流プラザは午後7時まで）
休館日　　 ：毎週火曜日、12月28日から翌年1月4日まで

事業内容
（手段、手
　法など）

904

3,815

Ｈ25決算

12,704

0

事業シート（概要説明書）

事業年度

実 施 方 法

担当部名

担当課名
事 業 名

グリーンヒルズ津山
　リージョンセンター管理運営

都市建設部

総合計画での位置付け

公園緑地課

安全なくらしと都市基盤の整備-魅力的な都市環境づくり-安らぎと潤いのある公園づくりと緑地の保全

Ｈ23決算

0

　市民等

12,704

501

Ｈ26予算

2

11,74112,704報酬（嘱託・臨時職員含む）
共済費

　開始年度：平成10年度　　　　　　　　　終了年度：未定　

根拠法令等 リージョンセンター条例

実施主体・委託先等

□ その他□ 補助金□指定管理□ 委託■ 直接実施

事業費

事業費の
財源内訳

30,850

1,980

使用料及び賃借料

償還金利子及び割引料

11,099

委託費

国・県からの補助金等

その他（　　　　　　　　）

28,107

31,120 28,107

3,731 3,343

使用料

合計（千円）

16,628

30,934

13,824

31,120

4,743 3,000

17,746

原材料費 0 0

195

需用費 11,457 11,757 11,469

441

役務費 225 186
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1.0

30,850

45

30,934

6.0
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10,421

0
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1.0

0

0



 事業番号 

目標

目的達成のた
めの活動指標

ペンタホール使用回数

リージョンセンター入場者数（人）
実績

実績

60,000

300300 300

242 233

センターの利用者数及びペンタホールの利用回数が、施設運営の指標に適している。

特記事項
（事業の沿革等）
（他都市との比較等）

今後の方向性

リージョンセンター入場者数及びペンタホールの使用回数ともに目標には達していない
が、ペンタホールの稼働率は75～80％と高く、有効に活用にされている。

　リージョンセンターは、滞在型の芸術文化村を創造することを将来目標とし、グラスハウ
ス、整備を目指した博物館やアトリエ等の施設をサポートする施設として造られたが、そ
の後計画が見直され博物館やアトリエは整備されないまま、講演や交流活動の場として
活用されている。
　現在の所管が公園緑地課ということもあり、実態は公園に付帯する貸ホール的要素が
強くなっており、より有効に活用していくためには、今後の用途の見直しも含めて検討して
いく必要がある。
　また、施設設備の老朽化が進み、更新時期を迎えているが、施設管理費の縮減に伴
い、施設の維持修繕が出来難くなっている。
　また、使用料の区分が営利・営利でないものとなっており、受付時に混乱が生じており、
見直しの検討が必要である。

・貸館業務に関し、全体の約８２％は非営利扱いで使用されている。
・リージョンセンター南の駐車場は専用ではないため、敷地利用と調整している。

事業目的の
達成状況

現在の課題

指標選択理由

・リージョンセンターは、有効な活用策を検討するとともに、適した管理運営を検討し
ていく。
・施設設備の更新に関して、修繕計画を策定していく。
・使用料区分について見直しを検討していく。

単位活　動　指　標　名

51,736

目標

Ｈ24年度

60,000

50,972

225

Ｈ25年度

60,000

49,070

Ｈ23年度

2

事業シート（概要説明書）


